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【概要】 
 １ 令和５年及び６年のような夏季高温年では、水稲玄米に白未熟粒〔基部未熟粒、乳

白粒、腹白未熟粒（背白粒を含む）〕が多発し、整粒歩合の低下がみられます（図）。 
２ このような年においては、出穂期の稲体窒素吸収量が高いほど白未熟粒の発生が少

なく、整粒歩合が高まる傾向がみられます（図）。 
３ 一方、玄米タンパク質含有率は、平温年（令和４年）と同様に出穂期の稲体窒素吸

収量が高いほど増加します（図）。 
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図 出穂期の稲体窒素吸収量と玄米品質の関係 

※１ 令和４～６年度に岩手県農業研究センター内で行った「ひとめぼれ」の施肥試験結 
果を解析。 

※２ 出穂後 20 日間の日平均気温は、Ｒ４:24.4℃(平年差＋0.2℃)、Ｒ５:28.0℃(平年
差＋3.6℃)、Ｒ６:27.5℃(平年差＋3.1℃)である（平年値はＨ３～Ｒ２の 30 年平均
値）。 


